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第１６期第３回足立区社会教育委員会議　質疑回答
	委員名
	質　問
	回　答　

	笠委員

	１　足立区社会教育関係団体補助金関連資料（管・事）
「足立区青少年対策事業活動補助金交付要綱」には、第10条（指示）「区長は、補助事業の執行について必要があると認めたときは、補助金の使途について、補助事業者に対し必要な指示を行うことができものとする。」との定めがあり、他の要綱でも「足立区少年団体活動事業補助金交付要綱」（第8条。もっとも「疑義がある」と認めたときは、との規定振りです。）、「足立区民ふれあい計算フェスティバル事業補助金交付要綱」（第8条）、「母の会事業活動補助金交付要綱」（第8条）、「足立区立小・中学校ＰＴＡ連合会補助金交付要綱」（第8条）については同様の定めがありますが、
①それぞれの補助事業について、（例えば過去5年内のうちに）当該規定に基づいて区長が補助事業者に対し必要な指示を行ったこと（実績）がありますでしょうか。ある場合はその内容について教えてください。
②これらの要綱に当該規定を置いている趣旨、他方、これらの要綱以外の他の要綱については同様の規定は置かれていない理由、についてご説明いただけることがありましたら願いします。

	①「足立区青少年対策事業活動補助金交付要綱」（第10条）、「足立区少年団体活動事業補助金交付要綱」（第8条）、「足立区民ふれあい計算フェスティバル事業補助金交付要綱」（第8条）、「母の会事業活動補助金交付要綱」（第8条）、「足立区立小・中学校ＰＴＡ連合会補助金交付要綱」（第8条）については、過去5年間に指示を行ったことはありません。なお、団体において支出の前に補助金の目的に叶うものか質問があり助言を行うことはあります。
②補助金の支出において、疑義が生じた場合に是正を求める、返還を求めるために必要な指示を行うための規定です。
但し、この規定の有無にかかわらず、使途に疑義が認められるときは返還を求めるなど、適正な補助金執行のための指示は行えるものと解釈しています。

	笠委員
	２　足立区社会教育関係団体決算内容
（１）足立区青少年対策地区委員会（管）
①資料１－①の3頁の各年度決算内容区補助金使途内訳に記載の「バス研修」、「バスハイク」とは具体的にどのような内容（活動）でしょうか。

②同内訳に記載の「地区大運動会」がH30年度9万円に対しＲ元年度18万円強と倍以上に増えている理由、同「バスハイク」の金額がR元年度は2万円強と前年度から大幅に減額となっている理由について、わかれば教えてください。
	①「バス研修」は地区委員を対象に、その時々の課題をテーマに場所等を設定し、現地或いは車中研修を行うなど、自己研鑽を図る目的で実施しております。「バスハイク」は、子供を中心に、科学館や博物館の見学、また農園での収穫体験などを通して、子ども達の心身の健全な育成を図っています。
②「地区大運動会」ですが、該当地区内にある神社において3年に１度の大祭時には、規模を縮小して行う慣例があり、H30年度がその年であったため、競技種目を縮小して開催いたしました。
また、「バスハイク」につきましては、3月に実施予定で準備を進めていましたが、新型コロナウイルスの感染拡大をうけて中止となったため大幅減となっております。

	
	（３）足立区少年団体連合協議会（事）
①資料１－②の同補助金に係る交付要綱では、第2条で「（５）小連協の運営に関するもの」が補助事業として定められていますが、具体的な補助対象経費については、「足立区青少年対策事業活動補助金交付要綱」第2条2項のような定め（別表２）はありません。
他方、資料１－①の5頁の小連協の決算内容を見ると、「支出の部」の「運営費・活動費」218万円についてその内訳が記載されているところ、そのうち区の補助金はその一部161万円となっています。この小連協の運営費・活動費218万円の全額ではなくうち161万円が区補助金となっている点については、当該218万円のうち補助金の対象となるものとならないものとはどういう区分け・区別がなされていると理解すればよろしいでしょうか。
	①区からの補助金については、前年度の活動実績に基づいて160万円程度を算定しています。この額を超える部分の活動は、会費など自主財源で運営されています。
具体的な補助対象経費については、足立区青少年対策事業活動補助金交付要綱第2条2項（別表２）を準用しています（別紙１参照）。足立区青少年対策事業活動補助金交付要綱においても、具体的な補助対象経費について記載するよう、要綱改正に向けて取り組んで参ります。補助金の対象とならないものについては、渉外費や慶弔費があげられます。


	
	
	

	
	②同5頁の決算内容のうち「（２）その他（３０地区少年団体協議会）」については、その収支合計金額676万円が記載されているのみでその内訳（例えば一例）は記載されていませんが、その理由について教えてください。（30団体合計で670万円強だと1団体平均20万円強にすぎませんが）例えば各団体の中の一例についてでもその活動内容がわかるような記載をした方がよいのではないでしょうか。
	②ご指摘のとおり１か所あたりの金額が20万～30万強であり、使途も同じような内容なのでまとめてご報告していました。別紙に一例として第七地区少年団体協議会の実績報告書をお示ししましたので、ご参照ください。
別紙２：令和元年度事業実績報告書
別紙３：令和元年度会議等実績報告書

	下川委員
	１　足立区社会教育関係団体補助金関連資料（管・事）
新型コロナウイルスの蔓延、そして感染防止対策としていろいろな事業の開催が中止あるいは延期されています。社会教育団体でも同様な状況にあります。このような場合、予算を使わなかった、使えなかった予算の精算はどのようになるのでしょうか。返金する、来年度への繰越金とするなど、額としても多くなるのではと思います。
	補助金は概算払いで交付しています。使わなかった補助金は年度末に精算し、区に戻入していただきます。
戻入された補助金の残額は、区全体の決算において実質収支額の一部となり、翌年度の区の予算に組み込まれます。

	中川委員
	（２）子ども広場管理委員会（管）
４ヶ所の稼働率は。
かつて、世田谷区のプレーパークのような場を足立区でもという機運があったように思うが、今はどうか。
	基本的に１年を通じて利用されていますが、昨年度は、台風１９号による倒木被害の影響で、すがわら子どもの広場のみ６３日間利用中止としていました。
以前は綾瀬の綾南公園でプレーパークを概念とする冒険遊び場が開催されておりましたが、現在は開催されておりません。世田谷区のようにプレーパークと銘打っている公園はありませんが、元淵江公園で不定期に地域や民間事業者主体でイベントの開催を行っています。

	
	（４）足立区珠算教育振興会（事）
珠算文化の継承は、とても大切な助成理由であると考える。計算フェスティバルでは、三世代参加チームもあり、ほほえましくもあり、珠算文化の歴史を感じる。参加者数は増えているのだろうか。
運営従事者への経費が前年度より上回り、参加者対応費減はバランス的にいかがなものか。
	参加者数については、ほぼ横ばいとなっています。
開催経費の支出のバランスについては、実行委員会に対して必要な助言を行ってまいります。

	
	（６）足立区小・中学校ＰＴＡ連合会（事）
小Ｐ連のブロック対抗スポーツ大会は、父親がＰＴＡ参加の好機。広報紙コンクールは、広報へのツールとして、ＩＣＴの導入も必要か。
コロナ禍で会議方式の変更はどうなるか。その費用は。
	令和２年度については、スポーツ大会の中止が決定しています。
研修会については、区のガイドラインに従って開催の方向で検討しています。
会議については、必要に応じて最低限の回数で開催の予定です。
小学校ＰＴＡ連合会では、区内13のブロック内の簡易な打合せにリモート会議用アプリを活用しています。費用は会議に参加するＰＴＡ個人の負担と伺っております。


